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チェックマンＣＭ－５では何らかの理由で現行ロードセルを破損した
場合、新しいロードセルを本器にセットし、お客様で荷重校正が行え
ます。
本説明書とチェックマンＣＭ－５取扱説明書は必ずあわせてお読み下
さい。

●等価校正●
ロードセルに実際の荷重を加えず、ロードセル試験成績表のデータをチェックマン
にキー入力することにより、 自動的に校正する方法です。
登録するデータは、ロードセルの定格出力と定格容量です。

例えば、ロードセル試験成績表のデータが定格容量３０ｋＮで定格出力が２.０１５mV/Vの場合、 ３０ｋＮ と

２.０１５mV/V が登録データです。



１.チェックマン（ＣＭ－５）仕様
適 用 ロ ー ド セ ル ３５０Ωおよび７００Ω
ロードセル印可電圧 １０Ｖ±０.３Ｖ（負荷抵抗３５０Ω接続時）
零 点 調 整 範 囲 約±０.３ｍＶ／Ｖ以内
ゲ イ ン 調 整 範 囲 約１.２ｍＶ／Ｖ～２.６ｍＶ／Ｖ以内
最 大 表 示 ３０００

２.表記について
チェックマンの「荷重値デジタル表示部」は数字やアルファベット文字を表示いたしますが、数
字が表示されている場合、４桁表示で設定桁の小数点が点滅いたします。本取扱説明書内の説明
では、各桁を下図のように表記します。

荷重値ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示部 →

本取扱説明書の中の ↑ ↑ ↑ ↑

表記法 → １０３ １０２ １０１ １００
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校正モードに変更

チェックマンにロードセルを接続し校正を行うには、まずパスワードを荷重校正モ
ードに変更しなければなりません。

１． と キーを押す。（最初に キーを押す）…この状態では荷重測定はできません
荷重値デジタル表示部

下限値表示部

←「PASS」はPASSWORDの意味です

↑
現在の設定変更可能モードです。１０

０

桁の小数点が点滅します。

※設定値変更禁止モードの時は を表示します。

２． キーを押す

キーを押すごとに荷重表示部の数字が → → → → と変わります。
に設定して下さい。

荷重値デジタル表示部
下限値表示部

↑
荷重校正モードです。１０

０

桁の小数点が点滅します

３． キーを押す …荷重測定可能な状態になります

荷重値デジタル表示部
← 上限値表示部

← 下限値表示部

← 設定値パターン番号表示部

４．これでパスワードは荷重校正モード（CALIBRATION）に設定されました。次は実際の荷重校正に移り
ます。等価校正のページに移って下さい。

参考 パスワードは「 」、「 」、「 」、「 」の４種類あり、それぞれの機能は下記表の
通りです。（出荷時の設定は になっています）

パスワード 対 応 機 能
①上・下限比較値の変更･登録、②上・下限比較値パターンの変更が可能
①校正モード（ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ）
①機能選択（ピーク値か定点荷重値）、②電源周波数の設定（50Hzか 60Hz）、
③ボーレイト（オプションの RS-232C）の設定が可能
①全ての設定および変更禁止（各パターンの上・下限比較値を見ることはできま
す）
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等価校正

ロードセルに、荷重を加えずにロードセル試験成績表のデータを使って校正を行い
ます。ただし、データは最新のものをご使用下さい。すでに長時間使用したロード
セルを、メーカー工場出荷時の古いデータで行っては、正確な荷重の表示をいたし
ません。
それでは、チェックマンにロードセルを接続した後、電源を投入します。(ロードセ
ルには荷重を加えないで下さい。)

１． と キーを約３秒間押す（最初に キーを押す）

荷重値デジタル表示部

下限値表示部

← 表示を確認

キーを押すごとに CAL1→ CAL2→ CAL1と変わります。CAL1を表示していれば、CAL2に
して下さい。 は CAL（ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ）のことです。

２． キーを押す………小数点の表示する桁を設定する場面です

荷重値デジタル表示部

下限値表示部

←小数点(DECIMAL POINT)の意味です

↑
点滅している桁が設定されている桁です。上図は１０

２

桁です

３． キーを押すと小数点は上位桁から順に下位桁に移動します
１０３→１０２→１０１→１００→ 表示無し→１０３とキーを押すごとに変わります。設定する桁を
選んで下さい。（変更がなければ次に進んで下さい。）

４． キーを押す……「ゼロ」値の設定です

荷重値デジタル表示部

下限値表示部

← は ＺＥＲＯ の意味です

この時点で キーを押すと、小数点の変更だけが行われ、測定状態に戻ります。

５． キーを押す……ZERO SKIPし設定を開始します｡１０３桁の小数点が点滅します

荷重値デジタル表示部

下限値表示部

↑
チェックマンに前回設定されている値が表示されます
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６．荷重表示部にロードセル試験成績表記載の定格出力(mV/V)を入力します(ＳＰＩＮ設定)

荷重値デジタル表示部
下限値表示部

↑
前回設定された値を表示します。２.０１５mV/Vを表します。

１０３桁の小数点が点滅しています。これで設定状態に入りました。 キーまたは キーを押すと
１０３桁の設定ができます。

７．ご使用のロードセルの定格出力を入力し終わったら キー押して下さい
入力されたｍＶ／Ｖを換算し、ＳＰＩＮとして取り込みました。

８．次にロードセル試験成績表に記載の定格容量（荷重値）を入力します(ＳＰＡＮ設定)

荷重値デジタル表示部
下限値表示部

↑
前回設定された値を表示します。３０kＮを表します

１０３桁の小数点が点滅しています。これで設定状態に入りました。 キーまたは キーを押すと
１０３桁の設定ができます。最大設定値は３０００です。
これ以上の設定を行っても強制的に３０００になります。

９． キー押す
これで設定完了です。測定状態に戻ります。

10．校正が終わりました。パスワードを元の または に戻して下さい。（最後に
キーを押し忘れないようにして下さい。）

エラー表示は約２秒間で、設定データは「変更前の前回設定値」として再設定に戻ります。
各エラーの意味は次の通りです

ＥＲＲ １ ＺＥＲＯ値 ＜ 約-0.3mV/Vの時
ＥＲＲ ２ ＺＥＲＯ値 ＞ 約-0.3mV/Vの時
ＥＲＲ ３ ＳＰＩＮ値 ＜ 約1.2mV/Vの時
ＥＲＲ ４ ＳＰＩＮ値 ＞ 約2.6mV/Vの時
ＥＲＲ ５ K 2 ＞ １の時

ＳＰＡＮ設定値
K 2 ＝

（ＳＰＩＮ値－ＺＥＲＯ値）
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参 考

■ロードセルの校正値を入力しても正確な値を表示しない場合は、定格出力（SPIN値）
を補正します。
ロードセルへの負荷に対してチェックマンの表示値が低い場合は、定格出力（SPIN値）
を少なく、高い場合は大きく入力します。

定格容量（SPAN値）は変更しないで下さい。

■弊社では、測定器とロードセルをお送りいただければ、有償で荷重校正を行います。
ご購入販売店または弊社営業マンにお申しつけ下さい。トレサビリティ関係書類の
発行もいたします。

本取扱説明書をお読みいただいて不明な点がございましたら、お気軽に下記まで
お問い合わせ下さい。

問い合わせ先:

技術課
TEL : 03-3265-5437 FAX : 03-3265-5430


